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　１月 25 日、旧大庄地区会館２階ホールで平成 30 年度会員ふれあいのつ
どいが開催されました。今回は大好評の西岡つよし率いる演劇グループ・淡
海プロデュースが 2 年ぶりに登場！「歌って！ 笑って！ 楽しんで！ ふれあ
い劇場」と題した 3 部構成のショーが行われ、大爆笑の２時間となりました。
　当日は同会館を使用する老連最後のイベントとあって、225 名もの方が来
場。長く地元住民に愛された会館で思い出となる時間を過ごしました。

歌謡曲に合わせて、
楽しく体操を！

名作お芝居の名場面を
あなたと演じる！

　「瞼の母」では、参加者の堂々
とした演技に客席から拍手が上が
り、「ええわ～。大庄地区の人は
役者やわ～」と大絶賛。続く「湯
島の白梅」では、予想外のアドリ
ブ連発に会場はさらに盛り上が
り、「ユーモアあるやん～劇団入
れるで」と再び大爆笑。

　お待ちかねの合唱コーナーは、『皆の衆』『東
京五輪音頭』で景気よくスタートしました。『孫』
では「皆さん詐欺には気をつけて」と、西岡さ
んが特殊詐欺を警戒する内容の替え歌も披露し
て、参加者に防犯への意識を促しました。その
後も『人生いろいろ』『川の流れのように』と
続き、昭和・平成の名曲を皆で大合唱しました。

　体操後も、まだまだ余裕がある客席を見て「ほ
んま皆さん、元気やわ」と西岡さんもビックリ！

元気の出る歌を皆さんで
一緒に歌いましょう！

第１部 第２部 第３部

　坂本冬美の『祝い酒』に乗せて元気に行った体操
は、座ったまま両手を伸ばしたり、体を大きく動か
したり。「はい、ここでガッツポーズ」「手を伸ばし

てー」と威勢よく響き渡る名調子
に皆が一体となり、会場はあっと
いう間に熱気に包まれました。

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています
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五
月
二
十
二
日
、
大
庄
北
生

涯
学
習
プ
ラ
ザ
三
階
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
二
〇
一
九
年
度
大
庄

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
会
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
西
井
副
会
長
に
よ

る
開
会
の
こ
と
ば
で
幕
を
開

け
、
国
歌
斉
唱
、
物
故
者
に
対

す
る
黙
と
う
の
後
、
山
嵜
会
長

が
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

山
嵜
会
長
は
「
元
号
が
令
和
に

変
わ
り
、
場
所
も
こ
こ
大
庄

北
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
と
新
し

く
生
ま
れ
変
わ
り
、
わ
た
し

も
心
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
」

と
、
新
時
代
へ
の
意
気
込
み
を

力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
米
寿
会
員
へ

の
表
彰
へ
と
移
り
、

本
年
度
め
で
た
く
米

寿
を
迎
え
ら
れ
る
八
十
六
名

の
中
か
ら
、
男
性
は
税さ

い
し
ょ所
静

夫
さ
ん
（
以
和
貴
会
）、
女

性
は
寺
岡
チ
カ
子
さ
ん
（
崇

徳
院
第
5
寿
会
）
の
お
二
人

が
代
表
し
て
賞
状
と
記
念
品

を
受
け
取
り
、
会
場
か
ら
温

か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
大
庄
地

区
婦
人
連
絡
協
議

会
の
永
宗
会
長
か
ら

協
賛
金
の
贈
呈
が
あ

り
、
来
賓
あ
い
さ
つ
と
来

賓
の
紹
介
へ
と
続
き
ま
し
た
。

　

議
事
は
、
ザ
・
ガ
ー
デ
ネ
ス

ク
シ
テ
ィ
の
山
田
会
長
が
議

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
代

議
員
一
四
六
名
出
席
に
よ
り

本
総
会
の
成
立
が
報
告
さ
れ
た

後
、
以
下
の
四
議
案
に
つ
い
て

報
告
・
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼�

大
庄
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡

会
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
▼�

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
報
告

▼
監
査
報
告

▼�
二
〇
一
九
年
度
事
業
計
画

（
案
）
及
び
収
支
予
算
（
案
）

　

議
事
は
円
滑
に
進
み
、
全
て

の
議
案
は
多
数
の
拍
手
賛
成
を

も
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
場
副
会
長
が

「
私
た
ち
の
信
条
」
を
朗
読
し
、

飯
田
会
計
の
発
声
で
万
歳
三
唱

の
後
、
高
木
副
会
長
が
閉
会
の

言
葉
を
述
べ
総
会
は
閉
幕
。
大

庄
老
連
は
、
令
和
を
迎
え
て
新

た
な
る
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。

1
健
康
増
進
活
動

◦�

10
月　

長
寿
ふ
れ
あ
い
運
動

会
へ
の
参
加【
市
老
連
主
催
】

◦�

10
月　

第
27
回
大
庄
老
連
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

◦
お
お
む
ね
10
月
以
降

　

�

健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
【
市
老
連

と
共
催
】 〈
健
康
体
操
、
健

康
講
座
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
〉

2�

社
会
参
加
、
地
域
交
流
、
社

会
奉
仕
活
動

◦�

年
間　

各
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
事

業
振
興
助
成
の
実
施

◦�

5
月　

春
の
10
万
人
わ
が
ま

ち
ク
リ
ー
ン
運
動
へ
の
参
加

◦�

5
月　

森
の
文
化
祭
へ
の
参
加

◦�

9
月　

大
庄
ま
つ
り
へ
の
参
加

◦��

9
月
　「
社
会
奉
仕
一
斉
活

動
の
日
」
清
掃
の
実
施

◦�

11
月　

秋
の
わ
が
ま
ち
ク

リ
ー
ン
運
動
へ
の
参
加

◦�

随
時　

各
種
大
会
及
び
地
域

交
流
会
へ
の
参
加

3
教
養
向
上
運
動

◦�

6
月　

女
性
部
代
表
者
会
、

女
性
部
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

【
市
老
連
と
共
催
】

◦�
随
時　

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

（
エ
ク
セ
ル
）
の
実
施

◦�

随
時　

ス
マ
ホ
講
習
会
の
実
施

◦�

1
月　

会
員
ふ
れ
あ
い
の
つ

ど
い
の
実
施

◦�

随
時　

各
種
講
演
会
及
び
研

修
会
へ
の
参
加

4
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

◦�

6
月　

会
員
ふ
れ
あ
い
旅
行

（
1
泊
2
日
）
の
実
施

◦�

9
月　

会
員
ふ
れ
あ
い
旅
行

の
実
施

◦�

11
月　

女
性
部
ふ
れ
あ
い
旅

行
の
実
施

◦�

1
月　

新
春
初
詣
三
社
ま
い

り
の
実
施

◦
随
時　

演
芸
大
会
な
ど
の
実
施

5
広
報
活
動

◦�

老
連
ふ
れ
あ
い
第
52
号
（
6

月
）・
53
号（
11
月
）の
発
行

◦�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
と
拡

充
6
そ
の
他

◦�

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
と
未
使
用

切
手
の
募
集

7
各
種
会
議

◦�

決
算
監
査
（
4
月
）、
総
会

（
5
月
）、
役
員
会
・
ブ
ロ
ッ

ク
部
会
（
随
時　

基
本
毎
月

第
三
火
曜
）、
会
長
会
（
随

時
）、
女
性
部
会
（
随
時
）、

広
報
部
会
（
随
時
）

2
0
1
9
年
度

大
庄
老
連 

事
業
計
画

　
大
庄
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
会
は
、
健
康
で
心
豊
か
な

生
き
が
い
づ
く
り
や
奉
仕
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
次
の
事
業
を
実
施
す
る
。

９
16

従事者 44名

コミュニティルームでの値付け

６
26

参加者 38名

大庄支所

９
28

参加者 82名

福井県若狭湾

10
17

参加者約100名

記念公園ベイコム総合体育館

10
３

参加者 118 名

大庄地区会館

11
７

参加者 120 名

大庄地区会館

12
５

参加者 35名

大庄公民館

11
21

参加者 45名

兵庫三田と大阪空港

１
９

参加者 91名

滋賀県周辺（恵方・東北東）

６
３

参加者 107 名

尼崎の森中央緑地大芝生広場

５
20

参加者 168 名 （大庄地区市民運動推進協議会主催）

武庫川河川敷

６
22

参加者 50名

奥飛騨・上高地

６
21

平成30年度事業報告
2019 年度
大庄地区老連役員名簿

役 職 氏　名 単位クラブ名

会　長 山嵜　征司 長楽会

副会長 三場　英之 道意第２千歳会

副会長 西井サトヱ 東大島第２白寿会

副会長 高木　健一 千夏会

会　計 飯田　幸男 浜田第２寿クラブ

ブロック部長 佐藤　嬉子 蓬川第二寿会

女性部長 堀川美智子 東光瑞長会

広報部長 高木　健一 千夏会

監　事 矢野　増一 東第６琴浦クラブ

監　事 岡本　孝子 シニアの会はなみずき

本年度は86名が米寿を迎えられました。

税
さ い し ょ

所　静夫さん
（以和貴会）

男性
代表

寺岡チカ子さん
（崇徳院第５寿会）

女性
代表

令
和
を
迎
え
て
心
新
た
に
ス
タ
ー
ト
！

うまみおかわたむき

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています 私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています
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気
楽
会
で
は
三
月
二
十
九
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
尼
崎
城

の
見
学
に
出
か
け
ま
し
た
。
気

温
二
十
三
度
の
好
天
に
恵
ま
れ

た
四
月
十
八
日
、
参
加
者
十
七

名
は
ワ
ク
ワ
ク
気
分
で
武
庫
川

駅
を
出
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
阪
神
電
車
の
車
窓
か
ら
見
え

る
尼
崎
城
は
あ
っ
と
い
う
間
に

視
界
か
ら
消
え
る
の
で
、
見
学

出
来
る
日
を
待
ち
望
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
ず
は
外
堀
か
ら
じ
っ

く
り
と
美
し
い
天
守
閣
を
見
上

げ
ま
し
た
。
四
百
年
の
時
を
越

え
て
平
成
最
後
に
再
建
さ
れ
た

尼
崎
城
は
新
築
の
香
り
ま
で
し

て
い
ま
し
た
。
四
百
年
前
の
尼

崎
城
は
藩
庁
で
あ
り
、

ま
た
仕
え
て
い
た
江
戸

幕
府
の
城
で
あ
る
大
坂

城
の
西
の
守
り
を
す
る

た
め
の
城
で
も
あ
っ
た

事
を
知
り
ま
し
た
。
五

階
の
町
並
ゾ
ー
ン
か
ら

当
時
を
想
像
し
な
が

ら
、
現
在
で
は
竹
の
子

の
ご
と
く
林
立
す
る
ビ

ル
群
を
眺
め
ま
し
た
。

三
階
の
な
り
き
り
ゾ
ー
ン
で
は

裾
の
長
い
真
赤
な
着
物
を
羽
織

り
、
お
姫
様
に
な
り
き
っ
た
会

員
の
微
笑
ま
し
い
姿
を
カ
メ
ラ

に
納
め
ま
し
た
。
遺
影
に
す
る

と
の
ジ
ョ
ー
ク
を
残
し
て
二
階

シ
ア
タ
ー
室
へ
移
動
。
大
坂
城

の
西
の
守
り
の
要
と
し
て
繁
栄

し
た
尼
崎
城
下
の
賑
わ
い
や
、

四
百
年
前
の
生
活
の
様
子
が
映

像
で
見
れ
ま
し
た
。
今
後
、
再

建
さ
れ
た
尼
崎
城
に
た
く
さ
ん

の
観
光
客
が
訪
れ
、
町
が
潤
い

「
ひ
と
咲
き
、
ま
ち
咲
き
、
あ

ま
が
さ
き
」
に
な
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。
時
間
の
関
係
も
あ

り
尼
崎
城
を
後
に
昼
食
会
場
へ

移
動
し
て
、
賑
や
か
に
会
食
し

な
が
ら
新
年
度
の
打
合
せ
を
行

い
解
散
と
な
り
ま
し
た
。　
　

　
（
大
庄
西
気
楽
会 

会
長　

中
吉　

次
典
） 

　

ザ
・
ガ
ー
デ
ネ
ス
ク
シ
テ
ィ

老
人
ク
ラ
ブ
百
歳
体
操
の
紹
介

で
す
。
蓬
川
ブ
ロ
ッ
ク
と
近
隣

の
崇
徳
院
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
も
参

加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

毎
週
火
曜
日
に
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
午
後
一
時
三
十
分
よ

り
約
二
時
間
、
毎
回
、
平
均
し

て
三
十
名
前
後
の
人
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
会
場
は
、
ガ
ー
デ

ネ
ス
ク
シ
テ
ィ
ア
ク
ア
館
コ
ミ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ま
ち
か
ど
図

書
館
隣
）。
手
首
・
足
首
に
二

〇
〇
グ
ラ
ム
か
ら
四
〇
〇
グ
ラ

ム
の「
お
も
り
」を
付
け
負
荷
を

か
け
て
の
運
動
も
あ
り
ま
す
。

　

体
操
の
終
わ
り
に「
サ
ロ
ン
」

と
名
付
け
ら
れ
た
、
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
が
あ
り
ま

す
。
講
演
・
ゲ
ー
ム
・
全
員
で

歌
を
う
た
っ
た
り
し
て
ス
ト
レ

ス
の
解
消
も
は
か
り
、
心
の
健

康
も
目
指
し
ま
す
。
近
隣
の
皆

様
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

（
ザ
・
ガ
ー
デ
ネ
ス
ク
シ
テ
ィ
老
人

ク
ラ
ブ　

会
長　

山
田　

隆
行
）

　

平
成
三
十
一
年
三
月
に
出
前

講
座
を
開
催
い
た
し
、
二
十
名

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

毎
年
一
回
は
、
出
前
講
座
を

開
催
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今

回
の
講
座
内
容
は
高
齢
者
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
で
す
。
七
十
歳

以
上
か
ら
九
十
歳
の
会
員
の
皆

さ
ん
は
大
変
お
元
気
で
多
種
多

様
な
趣
味
を
持
っ
て
お
ら
れ
、

活
発
に
行
動
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
将
来
の
健
康
に
つ
い

て
不
安
を
持
た
な
い
よ
う
に
こ

れ
か
ら
も
高
齢
者
に
関
す
る
講

座
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま

す
。（
今
北
寿
ク
ラ
ブ

会
長　

島
中　

幸
治
）

　

十
二
月
十
五
日
、
恒
例
の
餅

つ
き
大
会
を
開
催
。

　

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
福
寿

会
、
子
供
会
が
ひ
と
つ
に
な
っ

て
八
升
の
餅
（
六
臼
）
を
つ
き

ま
し
た
。

　

一
〇
〇
人
近
く
の
参
加
者
が

あ
り
、
き
な
粉
餅
や
ぜ
ん
ざ
い

に
し
て
楽
し
く
半
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
（
元
浜
南
福
寿
会

会
長　

賀
島　

寛
治
）

地
域
活
動
だ
よ
り

大
庄
西
ブ
ロ
ッ
ク

尼
崎
城
見
学
手
記

　

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
八

日
㈪
に
能
勢
温
泉
に
て
、
新
年

会
を
行
い
ま
し
た
。
前
日
は
雨

が
降
り
ま
し
た
が
当
日
良
い
天

気
に
め
ぐ
ま
れ
新
年
に
当
た
り

皆
様
方
と
楽
し
く
語
り
合
い
料

理
に
舌
つ
づ
み
、
四
十
八
名
乗

り
の
大
型
送
迎
バ
ス
で
ゆ
っ
た

り
と
大
変
楽
し
い
新
年
会
に
な

り
ま
し
た
。

　

な
か
よ
し
会
と
名
前
を
付
け

武
庫
川
大
橋
の
下
で
ラ
ジ
オ
体

操
を
し
て
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て

帰
宅
し
ま
す
。
年
中
無
休
、
正

月
・
夏
休
み
も
な
し
で
雨
が
降

る
と
休
み
で
す
。

　

北
方
さ
ん
と
藤
井
さ
ん
の
二

人
が
武
庫
川
の
散
歩
の
途
中
で

出
会
い
ま
し
た
。
昭
和
四
十
九

年
の
こ
と
で
す
。
二
人
は
意
気

投
合
し
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で

ラ
ジ
オ
体
操
を
始
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
以
来
、
約
四
十

五
年
間
、
参
加
者
も
増
え
、
現

在
で
は
二
十
名
が
仲
良
く
毎

日
、
ラ
ジ
オ
体
操
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　

私
、
矢
野
増
一
も
平
成
二
十

九
年
頃
か
ら
仲
間
入
り
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
一
年
四
月
九
日
㈫

に
花
見
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
今
年
で
十
七
年
、
毎
年
連

続
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今

回
も
龍
あ
ん
で
二
十
八
名
参
加

し
て
い
た
だ
き
天
候
に
め
ぐ
ま

れ
送
迎
車
二
台
で
ピ
ス
ト
ン
運

転
で
行
き
ま
し
た
。
来
年
も
ま

た
続
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
長矢

野　

増
一
）

東
ブ
ロ
ッ
ク

■
新
年
会

■
ラ
ジ
オ
体
操

■
花
見
会

蓬
川
ブ
ロ
ッ
ク

今
北
ブ
ロ
ッ
ク

元
浜
ブ
ロ
ッ
ク

い
き
い
き
百
歳
体
操

目
指
せ
百
歳

出
前
講
座
を
開
催

し
て
い
ま
す

恒
例
の

餅
つ
き
大
会

今北会館で開催

　

総
会
の
写
真
で
す
。
女
性
ば

か
り
の
集
ま
り
で
、
皆
さ
ん
は

踊
り
を
大
変
上
手
に
踊
ら
れ
ま

す
。総
会
の
後
の
催
し
物
で
す
。

　
（
浜
田
第
一
寿
ク
ラ
ブ

会
長　

飯
田　

幸
男
）

浜
田
ブ
ロ
ッ
ク

総
会
後
の
お
楽
し
み

　

平
成
も
終
わ
り
新
し
い
元
号

に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
寿
会

の
行
事
は
、
何
も
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
が
、
毎
年
行
っ
て
い
る

行
事
と
し
て
年
の
始
め
の
四
寿

会
合
同
の
新
年
会
で
す
。
私
が

会
長
に
な
っ
て
三
年
、
平
成
三

十
一
年
の
新
年
会
が
平
成
の
最

後
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
一

一
三
名
の
参
加
で
カ
ラ
オ
ケ
あ

り
民
謡
お
ど
り
等
、
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
れ
も

寿
会
三
会
長
は
じ
め
役
員
さ
ん

た
ち
の
お
か
げ
と
あ
り
が
た
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

崇
徳
院
寿
会
の
行
事
を

紹
介
し
ま
す
。

㈠�

新
年
会
（
崇
徳
院
福
祉

会
館
に
て
）

㈡�

崇
徳
院
地
域
の
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル

㈢
一
人
住
ま
い
の
見
守
り

㈣�

毎
月
、
日
曜
日
公
園
に

て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

㈤�

福
祉
会
館
に
て
日
曜
日
を
の

ぞ
く
毎
週
カ
ラ
オ
ケ
教
室

　

こ
れ
ら
す
べ
て
元
会
長
各
位

の
お
か
げ
と
喜
ん
で
お
り
ま

す
。
私
も
年
で
す
が
、
出
来
る

限
り
の
こ
と
は
手
伝
わ
せ
て
い

た
だ
き
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
（
崇
徳
院
ブ
ロ
ッ
ク

瀬
戸
口
君
二
）

崇
徳
院
ブ
ロ
ッ
ク

地
域
活
動
だ
よ
り

　

我
が
ク
ラ
ブ
で
は
特
に
体
を

動
か
し
健
康
寿
命
を
延
ば
す
事

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

尼
崎
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ

ー
よ
り
講
師
を
招
き
、
年
間
十

二
回
の
脳
ト
レ
の
体
操
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
い
き
い
き
百
歳

体
操
と
脳
ト
レ
体
操
、
か
み
か

み
体
操
等
行
っ
て
い
ま
す
。
毎

週
続
け
る
と
言
う
事
に
意
義
が

有
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
体
力
測

定
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
が
、
確

実
に
体
力
が
向
上
し
て
い
ま

す
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
行
事
で
も
健
康
体

操
を
行
っ
て
い
ま
す
。
芋
連
協

の
防
災
マ
ッ
プ
作
り
に
参
加
し

近
隣
の
危
険
場
所
や
避
難
経
路

な
ど
を
地
域
の
方
々
と
話
し
合

い
、
ま
た
、
高
齢
者
の
避
難
対

策
な
ど
を
も
話
し
合
い
地
域
一

体
感
を
感
じ
ま
し
た
。
四
月
に

は
防
災
マ
ッ
プ
も
出
来
上
が
り

喜
ん
で
い
ま
す
。

　

一
番
の
楽
し
み
は
カ
ラ
オ
ケ

教
室
で
す
。
若
葉
会
館
で
の
男

歌
、
女
歌
の
新
曲
を
日
々
練
習

し
、
年
三
回
の
カ
ラ
オ
ケ
喫
茶

で
の
発
表
会
、
十
一
月
に
は
芋

連
協
と
一
緒
に
芋
地
域
カ
ラ
オ

ケ
交
流
発
表
会
を
催
し
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
先

生
が
お
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
好
き

勝
手
な
こ
と
を
言
っ
て
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

健
康
一
番
で
新
年
会
、
誕
生

日
会
と
日
々
楽
し
く
老
人
会
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
（
長
楽
会会

長　

山
嵜　

征
司
）

稲
葉
荘
ブ
ロ
ッ
ク

長
楽
会
の
活
動

仲間を増やそう！

老人クラブ 会 員 募 集

地域を豊かにする社会貢献、地域の仲間づくり ★健康づくり活
動、高齢者が交
互に支える友愛
活動、楽しい趣
味活動等を行っ
ています。

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています
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第
三
回
会
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
、
シ
ニ
ア
の
会
は
な
み
ず
き
の

岡
本
孝
子
会
長
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

Ｑ 

こ
ん
に
ち
は
。
本
日
は
お
忙

し
い
と
こ
ろ
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
て
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
真

新
し
い
大
庄
北
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

で
初
め
て
行
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

な
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

さ
っ
そ
く
で
す
が
ク
ラ
ブ
設
立

時
の
状
況
な
ど
を
お
伺
い
で
き
ま

す
か
？

Ａ 

は
い
、
当
時
の
町
会
に
は
老

人
ク
ラ
ブ
が
な
か
っ
た
た
め
、
皆

さ
ん
の
要
望
に
よ
り
設
立
し
ま
し

た
。
私
は
設
立
時
か
ら
二
期
四
年

副
会
長
を
務
め
た
後
、
会
長
と
し

て
今
年
六
年
目
に
入
り
ま
す
。
な

か
な
か
役
員
に
な
る
人
が
少
な
く

て
困
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

Ｑ 

女
性
会
員
の
人
数
が
多
い
の

が
特
徴
で
す
ね
？

Ａ 

男
性
１
：
女
性
３
の
割
合
で

丁
度
良
い
割
合
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
平
均
年
齢
は
男
性
81
・
５
歳
、

女
性
80
・
3
歳
で
す
。

Ｑ 

会
の
活
動
費
は
ど
う
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

Ａ 

会
員
か
ら
は
月
一
〇
〇
円
と

し
て
一
年
分
一
、二
〇
〇
円
を
一

括
で
頂
戴
し
て
い
ま
す
。
老
人
ク

ラ
ブ
補
助
金
の
他
に
町
会
か
ら

四
〇
、〇
〇
〇
円
補
助
を
受
け
て

い
ま
す
。
後
は
個
人
の
寄
付
か
ら

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ー
ト
で

勝
っ
た
時
な
ど
に
頂
戴
し
て
い
ま

す
。

Ｑ 

会
員
相
互
の
親
睦
活
動
は
？

Ａ 

毎
年
四
月
の
総
会
後
の
食
事

会
は
会
館
で
、
毎
年
一
月
十
日
の

新
年
会
は
木
曽
路
で
、
忘
年
会
は

カ
ラ
オ
ケ
屋
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
日
帰
り
バ
ス
旅
行
も
毎
年
九

月
下
旬
か
十
月
上
旬
に
計
画
し
て

い
て
、
昨
年
は
大
江
戸
温
泉
物
語

箕
面
温
泉
ス
パ
ー
ガ
ー
デ
ン
に
行

き
ま
し
た
。
予
算
の
関
係
で
無
料

送
迎
バ
ス
付
の
コ
ー
ス
に
限
定
し

て
い
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
は
月
に
一

回
ジ
ャ
ン
カ
ラ
の
シ
ニ
ア
会
員
半

額
デ
ー
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
毎

回
新
曲
を
全
員
で
歌
っ
て
い
ま

す
。
年
三
回
の
手
芸
教
室
は
手
ぶ

ら
で
無
料
参
加
し
た
う
え
に
お
茶

会
ま
で
あ
り
ま
す
。
手
芸
教
室
に

は
男
性
も
参
加
さ
れ
ま
す
。
敬
老

の
日
に
は
会
員
全
員
に
赤
飯
を
お

配
り
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

地
域
の
奉
仕
活
動
や
地
域
と

の
連
携
は
い
か
が
で
す
か
？

Ａ 

毎
月
第
二
土
曜
日
の
地
域
の

清
掃
、
第
四
月
曜
日
の
地
域
の
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
大
島
小
学
校
の

行
事
へ
の
協
力
、
毎
年
の
武
庫
川

地
蔵
尊
祭
り
、盆
踊
り
へ
の
協
力
、

ラ
ジ
オ
体
操
、
食
事
会
、
各
種
団

体
の
会
議
へ
の
参
加
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ 

新
会
員
の
募
集
に
つ
い
て
何

か
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ａ 

現
在
の
会
員
数
が
四
十
一
名

で
、
行
事
を
す
る
と
き
の
会
場
の

都
合
上
四
十
名
位
が
丁
度
良
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
入
会
希
望

者
に
は
欠
員
が
出
る
の
を
待
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

Ｑ 

最
後
に
大
庄
老
連
へ
の
ご
要

望
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？

Ａ 

行
事
の
時
に
は
参
加
者
限
定

で
は
な
く
誰
で
も
参
加
で
き
る
よ

う
に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ 

ク
ラ
ブ
の
活
動
を
ぐ
い
ぐ
い

と
引
っ
張
っ
て
い
る
印
象
を
受
け

る
岡
本
会
長
で
す
。
今
後
も
会
員

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
益
々
の
ご
活

躍
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
・
高
木
健
一
）

　

猫
の
さ
く
ら
は
、
今
か
ら
三

年
前
に
子
猫
の
時
に
家
に
来
ま

し
た
。
女
の
子
で
し
た
。

　

私
は
淡
路
島
の
田
舎
で
生
ま

れ
子
供
の
頃
か
ら
猫
を
飼
っ
て

い
ま
し
た
が
、
さ
く
ら
は
人
な

つ
こ
く
て
い
つ
も
一
緒
に
寝
て

い
ま
す
。
風
呂
に
入
っ
て
い
て

も
早
く
一
緒
に
寝
よ
う
ー
と
言

っ
て
風
呂
の
戸
の
外
で
待
っ
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
人
な
つ
こ
い

猫
は
初
め
て
で
す
。
と
て
も
癒

さ
れ
ま
す
。

投稿欄

東
第
６
琴
浦
ク
ラ
ブ

　
　

矢
野　

増
一

私
の
癒
し

元
浜
北
福
寿
会　
　

西
邑　
　

宏

予
備
校
の
広
告
の
増
え
春
一
番

春
近
し
漁
船
の
帰
り
猫
も
待
つ

春
光
や
窓
辺
で
休
む
レ
ゴ
の
汽
車

歩
け
る
は
何
と
幸
せ
蝸
牛

春
霞
と
は
い
へ
そ
れ
は
杉
花
粉

大
空
の
ど
こ
か
に
い
る
よ
揚
雲
雀

弱
照
明
花
篝
あ
る
料
理
茶
屋

花
散
つ
て
た
だ
の
樹
木
と
な
り
に
け
り

崇
徳
院
第
１
寿
会　

瀬
戸
口
君
二

青
空
や
我
が
身
を
知
ら
ぬ
彼
岸
花

紫
陽
花
の
雨
に
ぬ
れ
て
か
色
さ
え
る

黄
金
色
み
の
り
に
泳
ぐ
赤
ト
ン
ボ

せ
せ
ら
ぎ
の
流
れ
と
歩
く
上
高
地

　

老
連
ふ
れ
あ
い
で

は
、
毎
号
テ
ー
マ
を

決
め
て
原
稿
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
次
号

の
老
連
ふ
れ
あ
い
五

十
三
号
（
令
和
元
年

十
一
月
発
行
予
定
）
で
は
、「
令
和
」を
テ

ー
マ
に
原
稿
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
と
な
っ
て
心
新
た
に
決
め
た
目
標

や
新
し
い
時
代
へ
の
希
望
、
身
の
回
り
で

起
き
た
令
和
初
日
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
令
和

を
迎
え
て
昭
和
を
振
り
返
る
等
々
、
た
く

さ
ん
の
原
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

文
章
が
苦
手
と
い
う
方
は
、
写
真
と
簡
単

な
説
明
文
だ
け
で
も
結
構
で
す
。
ご
投
稿

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
締
切
は
九
月
末
日
／
提
出
先
は
各
広
報

部
員
ま
で
）

会
員
文
芸  

〜
俳
句
〜

❸

地区活動紹介

シ
ニ
ア
の
会
は
な
み
ず
き（
稲
葉
荘
）

ク
ラ
ブ
設
立
：
平
成
22
年
４
月
１
日

会
員
数
：
男
性
9
名
・
女
性
32
名
・
合
計
41
名

大庄シニアクラブ 検 索

※PC・スマートフォンから
　ご覧いただけます！

岡本孝子会長

⇧大正生まれのカラオケです

大江戸温泉物語箕面観光ホテル

⇧年３回の手芸教室
　①くつ下人形
　②ネクタイポシェット
　③ポーチ

　広報部会は、大庄地区各ブロックを代表する 13名の広
報部員により構成されています。部会の目的は、会員の生
きがいある老後の生活を送るための一助となることを目指
して、広報紙を通じ会員相互の親睦交流、情報交換、及び
連帯意識の高揚と普及を図ることです。
　任務としましては、年２回発行する広報紙「老連ふれあ
い」の編集作業を担当しています。１回の発行に対し２回
の編集会議を開催し、１回目は掲載内容の検討と紙面割り
付け、２回目は初稿ゲラ刷りの校正を行っています。
　広報紙アンケートを実施するなど会員のご意見を採り入
れた紙面にしていきたいと考えていますので、ご意見、ご
感想などは各ブロックの広報部員までお声がけをお願いし
ます。

皆
様
の
ご
投
稿
や
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

　

平
成
は
災
害
が
本
当
に
多
か

っ
た
で
す
ね
。
私
の
平
成
は
同

居
し
て
い
た
義
母
の
三
回
忌
を

済
ま
せ
た
こ
と
で
始
ま
り
、
そ

れ
を
機
に
ま
た
コ
ー
ラ
ス
を
始

め
た
い
と
思
い
、
尼
崎
市
合
唱

団
に
入
団
し
ま
し
た
。

　

混
声
合
唱
の
た
め
練
習
は
週

一
回
午
後
七
時
か
ら
九
時
で

す
。
年
に
一
度
の
定
期
演
奏
会

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
伴
奏
で
宗
教

曲
が
多
く
、
原
語
な
の
で
と
て

も
大
変
で
す
が
楽
し
い
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
海
外
演
奏
会
で

す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ド
イ

ツ
・
デ
ン
マ
ー
ク
・
ノ
ル
ウ
ェ

ー
等
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

好
き
な
こ
と
は
い
ま
だ
に
続

い
て
い
る
。
こ
の
間
に
は
二
人

の
子
供
も
結
婚
。
孫
も
三
人
恵

ま
れ
ま
し
た
が
主
人
、
実
母
と

他
界
し
、
悲
し
い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
働
い
て
い
た
仕
事
も

六
十
七
歳
で
退
職
。
現
在
は
町

会
や
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
手

伝
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ

と
勉
強
に
な
り
ま
す
ね
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
感
謝

し
、
微
力
な
が
ら
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
令
和
に
な
っ
て

も
平
和
に
暮
ら
せ
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。 　明治維新とともに取り壊された尼

崎城天守が、平成 31 年３月 29 日
に一般公開となりました。
　尼崎城は大坂夏の陣後、江戸幕府
が大坂を直轄地として西国支配の拠
点とするため元和 3年 (1617)、譜
代大名戸田氏鉄に築城させました。
　大坂の西の守り、高くそびえる美
しい天守、はるか江戸時代に思いを
馳せ、みなさんも尼崎城に行ってみ
ませんか。歩こう会などの行事にも
ピッタリです！ 仲間と楽しみなが

ら、尼崎城を散策してみましょう。
●交通　阪神電車尼崎駅 南へ徒歩５分
●ホームページ
https://kansai-tourism-amagasaki.jp/

元
浜
北
福
寿
会　
　
　

　

会
長 

合
田
美
代
子

私
の
平
成

テ
ー
マ
投
稿
「
わ
た
し
の
平
成
」

タテとヨコのカギを解いて、ABCDEFに
入ることばを見つけてください。クロスワードパズル

※ 答えは 8 ページに
　 あります。

これは私が作った菊です

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています

自転車の

事 故
気をつけて

！
気をつけて

！

自転車事故の約7割が
交差点で発生

自転車事故で亡くなった人の
7割以上がルール違反

・「止まれ」の標識のあるところは必ず止まる
・携帯電話操作などによる片手運転の禁止など

ルールを知っているだけでなく
きちんと守る事が大事です！
ルールを知っているだけでなく
きちんと守る事が大事です！

自転車側が「加害者」になるケースが増えている 自分が犯罪者になって、数千万円という
高額な損害賠償金を支払わなければいけ
ないことになる恐れも…

自分が犯罪者になって、数千万円という
高額な損害賠償金を支払わなければいけ
ないことになる恐れも…

損害賠償責任保険などに
　　　　　 加入することも大切です

万が一の事故に備えて万が一の事故に備えて

軽
く
考
え
て
い
る
と…

軽
く
考
え
て
い
る
と…
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私
が
パ
ソ
コ
ン
を
習
い
た
い

と
思
っ
た
の
は
、
シ
ニ
ア
の
会

は
な
み
ず
き
の
役
員
に
な
っ
た

時
で
し
た
。

　

役
員
の
中
で
パ
ソ
コ
ン
の
で

き
る
人
は
誰
も
い
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
名
簿
作
成
や
各
種
行

事
の
お
知
ら
せ
や
お
誘
い
、
決

算
書
、
総
会
資
料
等
、
手
書
き

で
は
大
変
な
作
業
で
す
。

　

そ
こ
で
市
老
連
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
に
毎
年
応
募
し
ま
し
た
が

八
年
間
落
選
ば
か
り
、
や
っ
と

大
庄
老
連
で
パ
ソ
コ
ン
教
室
を

立
ち
あ
げ
て
い
た
だ
き
大
変
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
ま
ず
ワ
ー

ド
を
習
得
し
ま
し
た
。

　

毎
回
知
ら
な
か
っ
た
事
や
、

で
き
な
か
っ
た
事
が
ど
ん
ど
ん

わ
か
っ
て
い
く
。
自
分
の
使
っ

て
い
る
パ
ソ
コ
ン
で
習
う
の
で

わ
か
り
や
す
い
。
毎
回
宿
題
が

出
ま
す
。
で
き
た
時
の
う
れ
し

さ
、
ま
た
、
で
き
な
か
っ
た
と

こ
ろ
は
、
次
回
し
っ
か
り
と
教

え
て
い
た
だ
く
、
書
体
の
変
更

や
文
字
の
大
き
さ
を
変
え
る
、

文
書
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
。
一
番

便
利
で
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、

箇
条
書
き
や
文
字
の
か
こ
み

方
、
さ
し
絵
を
入
れ
た
り
、
色

づ
け
を
し
た
り
、
シ
ョ
ー
ト
カ

ッ
ト
キ
ー
の
操
作
で
し
た
。
最

後
に
修
了
書
ま
で
頂
き
ま
し

た
。
次
回
は
エ
ク
セ
ル
を
習
得

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　昨年度好評だったパソコン教室（ワード講習会）に続き、今年度は４
月にオープンした大庄北生涯学習プラザ1階会議室において、エクセ
ル（表計算ソフト）講習会を２期にわたり開催します。エクセルはクラ
ブの予定表づくりや会計報告など、幅広く活用することができ、各期
10名程度が積極的に学びます。

　

次
号
第
五
十
三
号
（
令
和

元
年
十
一
月
発
行
予
定
）の
原

稿
を
募
集
し
ま
す
。

◇
内
容
…
ご
自
由
に
お
書
き

く
だ
さ
り
、写
真
も
添
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。な
お

紙
面
の
都
合
上
、広
報
部
に
て

一
部
お
直
し
・
割
愛
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
締
切
…
九
月
末
日

◇
要
領
…
市
販
の
原
稿
用
紙

（
四
〇
〇
字
）一
枚
程
度
に
、ブ

ロ
ッ
ク
名
・
所
属
会
名
・
氏
名

を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。多

数
の
ご
投
稿
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
提
出
先
…
広
報
部
員

※�

ご
投
稿
の
方
々
に
は
粗
品

を
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◇
編
集
後
記

　

平
成
の
時
代
も
終
わ
り
ま
し

た
。
皆
様
よ
い
三
十
一
年
で
し

た
か
。
前
号
（
五
十
一
号
）
の

地
域
活
動
だ
よ
り
、
い
か
が
で

し
た
か
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
を

参
考
に
し
て
下
さ
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

皆
様
の
投
稿
で
「
老
連
ふ
れ

あ
い
」
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

良
い
新
聞
を
め
ざ
し
て
、
広
報

部
員
一
同
頑
張
っ
て
お
り
ま

す
。宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
編
集
長　

中
西　

紀
子
）

◆
広
報
部
員

部　

長　

高
木　

健
一
（
大
庄
西
）

編
集
長　

中
西　

紀
子
（
崇
徳
院
）

副
編
集
長　

原　
　

和
子
（
元　

浜
）

部　

員　

西
井
サ
ト
ヱ
（
東
大
島
）

部　

員　

島
袋　
　

隆
（
西
大
島
）

部　

員　

飯
田　

幸
男
（
浜　

田
）

部　

員　

谷
口　

隆
志
（
大
庄
中
央
）

部　

員　

生
駒　
　

守
（
武
庫
川
）

部　

員　

矢
野　

増
一
（　

東　

）

部　

員　

三
場　

英
之
（
道　

意
）

部　

員　

山
田　

隆
行
（
蓬　

川
）

部　

員　

島
中　

幸
治
（
今　

北
）

部　

員　

林　
　

民
子
（
稲
葉
荘
）

※
ブ
ロ
ッ
ク
順

　ご協賛いただいた皆さまへ御礼
　このたびは大庄地区老人クラブ連絡会発行の機関紙「ふれあ
い」刊行に、広告のご協賛を賜り、厚く御礼申し上げます。
　本紙は高齢社会に友愛と生き甲斐を求める同志の心の糧とな
る情報普及をめざし発行して参ります。今後も引き続きご支援賜
りますようお願い申し上げます。　　大庄地区老人クラブ連絡会

令和元年 6月〜 9月開催状況（1期 2カ月を２期開催）
1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 補習日

1 期 6 月 10 日㈪ 6 月 24 日㈪ 7 月 8 日㈪ 7 月 22 日㈪ 7 月 29 日㈪
2 期 8 月 5 日㈪ 8 月 19 日㈪ 8 月 26 日㈪ 9 月 9 日㈪ 9 月 30 日㈪

エクセル（表計算ソフト）講習会
今年度もパソコン教室を開催！

シニアの会はなみずき
岡本　孝子

参加者の
聞かせて！体験談

平成3
1年４

月

オープ
ン！

社協大庄支部事務所移転のお知らせ

大庄北生涯学習プラザ
　大庄支所と地区会館
の複合施設「大庄北生
涯学習プラザ」が平成
31 年４月にオープン
し、尼崎市社会福祉協
議会大庄支部の事務所
が移転しました。

南の口公園

バス停
大島２丁目

バス停
大庄支所

琴浦通

尼
宝
線

大
庄
武
庫
線
（
北
向
き
一
方
通
行
）

バス停大庄小学校

サンホーム
大庄西

大庄おもしろ広場
（旧大庄西中学校）

JA兵庫六甲
大庄支店

旧大庄支所

大庄小学校

大庄北生涯学習
プラザ（大島3-9-25）

大庄南生涯学習
プラザ
（大庄西町 3-６-14）

N

尼崎市大島３丁目 9-25
（旧大庄西中学校跡地北西角）

※バス停の名称は、平成 31年
2月時点のものですので、今後
変更されることがあります。

※６ページクロスワードの答え「ひこうきぐも」でした。

パソコン教室
に参加して

私たちは、大庄地区老人クラブ連絡会の活動を応援しています


